
会 議 記 録 
会議名称 第５回忠類地域住民会議 

開催日時 平成 29年１月 30日（月）13:30～14：42 

開催場所 ふれあいセンター福寿多目的ホール 

出 席 者 委員長、委員 14名中出席者 10名、事務局５名、その他出席者２名、傍聴者１名 

次  第 

１ 開会 

２ 委員長あいさつ 

３ 議題  教育環境の現状と今後について 

４ 閉会 

会議概要 

１ 開会 

２ 委員長あいさつ 

３ 議題  教育環境の現状と今後について 

  【意見】 

・行事などが小、中学校で重ならないように配慮が必要。 

・PTA は一度役員になると抜けられないので避けたがるのは仕方がない。 

・PTA、OB などを学校に招いてお手伝いいただける制度づくりが必要。 

・学校教育活動に伝統継承は大事。教育委員会を通じて出来るなら嬉しい。 

・教育、教科内容が劣化しないよう、いろんな場でのチェックが必要。 

・少年団や部活動は先生方にとって負担。良い指導者を集めるにはバック

アップが必要。 

・学校の協力を仰がなければ、少年団活動は成り立たない。 

・学校と少年団との連携は必要。先生には何かしらかかわってほしい。 

・３市町の外部指導者をしているが、全国大会出場時の旅費補助は自治体

によって差があり、生徒のサポートは大きな負担となっている。 

【質問】 

Ｑ：ＰＴＡ行事の参加者減少について、原因は。学校行事はどうか。 

Ａ：ＰＴＡのあり方が理解されていない。「自分が出なくても」という感

覚がどこかにあるのではないか。学校行事は積極的な参加がある。 

Ｑ：授業、教科の中身について、親御さんから意見や要望は出ているか。 

Ａ：特に耳にしていない。学校は補習など、教員に理解を求めながら前向

きに取り組む姿勢があり、ありがたい。 

Ｑ：少年団活動は原則ボランティアで先生がかかわっているという事だ

が、理解はあるか。 

Ａ：少年団活動への理解は学校、地域というより校長先生の裁量が大きい。 

Ｑ：土曜授業を復活してほしいという声はないか。 

Ａ：学校ではなく教育委員会として、十勝管内でも実施しているところは

ある。必ずしも保護者皆が賛成しているわけではないところもあり、実

施の判断は難しい。 

４ 閉会 


